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研究成果の概要（和文）：本研究では「アスリートの慢性的な痛みは，怪我により過剰になった注意機能により
引き起こされる」という仮説を立て，本仮説を検証した．アスリートの痛みに対する選択的注意機能をPVAQとい
うアンケートを用いて評価した。その結果、アスリートは慢性疼痛の有無に関わらず痛みに対する選択的注意が
高いことが明らかになった。同時に脳波を記録し、慢性疼痛アスリートで脳内抑制機能が低下している可能性を
示した。

研究成果の概要（英文）：Attention to pain increases neural activity to painful stimuli, and the same
 stimuli cause more pain. We speculate that the chronic pain that persists in athletes after a torn 
muscle or a fatigue fracture may be caused by an abnormality in the attentional function, which is 
one of the causes of chronic pain. Therefore, in this study, we hypothesized that "chronic pain in 
athletes is caused by an excessive attentional function due to injury," and tested this hypothesis. 
We assessed athletes' selective attentional function for pain using a questionnaire called PVAQ. The
 results revealed that athletes had high selective attention to pain regardless of the presence or 
absence of chronic pain. EEG was also recorded, indicating that the inhibitory function in 
somatosensory cortex may be reduced in chronic pain athletes.

研究分野：神経生理学

キーワード： 体性感覚誘発電位　体性感覚二連発抑制　PVAQ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
スポーツで起こった肉離れや疲労骨折などの治癒後に起こる慢性的な痛みに関する診断や治療は積極的に焦点化
されていない．しかし、今回用いたPVAQという質問紙と脳内抑制の２つを評価することによりアスリートの慢性
疼痛を一部評価できる可能性を示した。つまり、脳波を用いた客観的な判断基準を用いて，アスリートの状態に
応じた多面的なアプローチを実施できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１. 研究開始当初の背景 
痛みに注意を向けると痛覚刺激に対する神経活動が増大し、同じ刺激でも痛みが強く
なる。我々は、アスリートの肉離れや疲労骨折後に慢性的に続く痛みは注意機能の異常
も慢性的な痛みの原因の一つであると推察している。しかしながら、その客観的判断は
非常に難しい。そこで、本研究では「アスリートの慢性的な痛みは、怪我により過剰に
なった注意機能により引き起こされる」という仮説を立て、本仮説を検証することを目
的とした。 
我々は「ヒトの刺激認知に関わる神経活動」の研究を進める中で、興味深い知見を得
た。それはヒトの体性感覚野では「注意」による神経活動の増大は「微弱な刺激」に対
して、起こらないという結果である。このことは、体性感覚領域において注意が視覚・
聴覚領域と神経活動に及ぼす影響が異なることを示唆している。その理由として、体性
感覚領域では注意によって安全な情報を抑制し、危険を伴う情報のみを増強することに
より危険を伴う刺激のみをいち早く検出する機能を持っていると推察した。これらのこ
とから、怪我の治癒後にも続く慢性的な痛みは、本来痛みを感じないような軽度な刺激
に対しても過剰に注意が向いてしまう注意機能の破綻によって起こっているのではな
いかと考えた。そこで、本研究では慢性疼痛アスリートの注意機能について１）PVAQ
という痛みの選択的注意を評価する質問紙調査法を用いて評価した。２）慢性疼痛アス
リートの神経生理学的変化について脳内 2連発抑制を評価することとした。 
 
２. 研究の目的 
 本研究は、PVAQという「痛みの選択的注意機能」を評価する質問紙調査と体性感覚
脳内抑制という２つの指標を用いて受傷後アスリートの脳内抑制機能について評価し
た。評価後、医師・スポーツカウンセラーと協力し、アスリートの怪我からの早期復帰
を目指すことを目的とした。 
 
３. 研究の方法 
 そこで本研究では、１）アスリートの痛みに対する選択的注意機能を評価するために、
PVAQ という質問紙法を用いて北信越地方に所属するアスリート約 300 人に対して実
施した。２）慢性疼痛を伴わないアスリートと慢性疼痛アスリートに対して、２）体性
感覚誘発電位と体性感覚皮質内の抑制機能を評価するために二連発正中神経刺激とい
う手法を用いて評価した。 
 
実験１．北信越地域で陸上競技を専門とするアスリートにPVAQの得点を分析した。 
 
実験２．慢性疼痛を伴わないアスリート 10 名と慢性疼痛アスリート 10 名に対して単
一の正中神経刺激を用いて体性感覚誘発電位（SEP）を評価し、同時に二連発の正中神
経刺激を用いて体性感覚皮質内抑制（ISI30、100ms）を評価した。 
 
 
 



４. 研究成果 
 １）PVAQを用いた調査の結果、慢性疼痛の有無に関わらずアスリートは、日本の大
学生およびオランダの慢性疼痛患者と比べて痛みに対する選択的注意の得点が高いこ
とが明らかになった。また、アスリートが感じる痛みの程度は、選択的注意の得点が高
いほど高くなるという正の相関が得られた。 
 
２）実験の結果、単一の正中神経刺激を用いて記録されたSEP（N20-P25）の振幅値
は、慢性疼痛アスリートは慢性疼痛を持たないアスリート比べて低い傾向が認められた。
また、刺激間隔 30ms の二連発正中神経刺激によって記録される体性感覚皮質内抑制に
おいて、慢性疼痛アスリートは慢性疼痛を持たないアスリートに比べ脱抑制している傾
向があり、刺激間隔 100ms の二連発正中神経刺激によって記録される体性感覚皮質内
抑制は両群の間に差を認めなかった。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．慢性疼痛を持たないアスリートと慢性疼痛アスリートの SEP 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．慢性疼痛を持たないアスリートと慢性疼痛アスリートの体性感覚皮質内抑制 
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